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融

貴社の景況判断BSI（「上昇」－「下降」社数構成比） （単位：％ポイント）●貴社の景況
令和７年７～９月期の「貴社の景況判断」BSIを全産業でみると、大企業は4.7％ポ
イントとなり、令和7年１～３月期以来２期ぶりの「上昇」超となっています。続い
て、中堅企業は「上昇」超、中小企業は「下降」超となっています。
先行きを全産業でみると、大企業、中堅企業いずれも「上昇」超で推移する見通
し、中小企業は「下降」超で推移する見通しとなっています。
●国内の景況
令和７年７～９月期の「国内の景況判断」BSIを全産業でみると、大企業は1.5％ポ
イントとなり、令和7年１～３月期以来2期ぶりの「上昇」超、中堅企業、中小企業は
いずれも「下降」超となっています。
先行きを全産業でみると、大企業は「上昇」超で推移する見通しです。中堅企業、
中小企業はいずれも「下降」超で推移する見通しとなっています。
令和７年9月末時点の「従業員数判断」BSIを全産業でみると、大企業は26.8％ポイ
ントとなり、平成23年９月末以降57期連続の「不足気味」超となり、中堅企業、中小
企業はいずれも「不足気味」超となっています。
先行きを全産業でみると、大企業、中堅企業、中小企業いずれも「不足気味」超で推
移する見通しとなっています。
令和７年度は、1.9%の増収見込みとなっています。
業種別にみると、製造業、非製造業ともに増収見込みとなっています。 
令和７年度は、▲2.1％の減益見込みとなっています。
業種別にみると、製造業、非製造業ともに減益見込みとなっています。 
令和７年度は、6.8％の増加見込みとなっています。 
業種別にみると、製造業、非製造業ともに増加見込みとなっています。

令和７年7－9月期調査

対象企業数
回答企業数
回　収　率

法人企業景気予測調査
（内閣府・財務省）

法人企業景気予測調査は、わが国の経済活動の主要部分を占める企業活動を把握することにより、経済の現状
および今後の見通しに関する基礎資料を得ることを目的として四半期ごとに調査しています。なお、資本金、
出資金または基金（以下、「資本金」といいます）1千万円以上の法人（ただし、電気・ガス・水道業および金融業、
保険業は資本金1億円以上）を対象としています。以下は、令和７年７－９月期調査結果の概要です。

（注）本調査において大企業とは資本金10億円以上の企業を、中堅企業とは資本金1億円以上10億円未満
の企業を、中小企業とは資本金1千万円以上1億円未満の企業をいいます。

景　　況

大
企
業
中
堅
企
業
中
小
企
業

全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業

令和8年1～3月
見通し

令和7年4～6月
前回調査

国内の景況判断BSI（「上昇」－「下降」社数構成比） （単位：％ポイント）

大
企
業
中
堅
企
業
中
小
企
業

全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業

令和7年7～9月
現状判断

令和8年1～3月
見通し

令和7年4～6月
前回調査

令和7年7～9月
現状判断

令和7年10～12月
見通し

令和7年10～12月
見通し

4.7 
3.3 
5.4 
4.2 
5.5 
3.9 
▲5.7 
▲7.6 
▲5.4 

2.1 
1.5 
2.4 
▲2.2 
▲1.0 
▲2.5 
▲13.6 
▲18.5 
▲12.7 

4.7 
3.8 
5.2 
2.7 
▲0.1 
3.4 
▲9.6 
▲20.0 
▲7.7 

1.5 
0.7 
1.8 
▲3.7 
▲6.0 
▲3.1 
▲19.3 
▲28.2 
▲17.6 

▲1.9 
▲4.8 
▲0.5 
▲0.9 
▲6.7 
0.6 

▲12.3 
▲17.5 
▲11.4 

▲6.2 
▲7.5 
▲5.7 
▲12.0 
▲15.3 
▲11.2 
▲23.6 
▲32.5 
▲21.9 

4.3 
3.9 
4.6 
5.5 
6.0 
5.3 
▲3.8 
▲8.9 
▲2.8 

1.2 
1.0 
1.3 
▲3.0 
▲1.8 
▲3.3 
▲14.9 
▲21.0 
▲13.8 

14,410社
11,220社
　 77.9％

設備投資

雇　　用

売 上  高

経常利益

去
る
９
月
19
日
、
金
融
庁
は
第

２
回
金
融
審
議
会
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ（
座

長
：
神
作
裕
之
・
学
習
院
大
学
法
学

部
教
授
）（
以
下
、「
本
Ｗ
Ｇ
」
と
い

う
）
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

虚
偽
記
載
等
に
対
す
る
責
任
の

あ
り
方
の
検
討

⑴　
セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー・
ル
ー
ル
の

効
果

第
１
回
本
Ｗ
Ｇ
で
は
、
セ
ー
フ

ハ
ー
バ
ー
・
ル
ー
ル
の
効
果
を
民
事

責
任
の
免
責
を
基
本
と
す
る
こ
と
に

賛
意
が
聞
か
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方

で
、
行
政
責
任
（
課
徴
金
）
に
つ
い

て
は
、
賛
否
が
分
か
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、事
務
局
は
、セ
ー
フ
ハ
ー

バ
ー
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
、
課
徴
金

も
免
責
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
お
お
む
ね
賛
意
が

聞
か
れ
た
も
の
の
、「
虚
偽
記
載
の

抑
止
と
い
う
観
点
か
ら
課
徴
金
を
免

責
に
す
る
の
は
反
対
」
と
の
意
見
も

聞
か
れ
た
。

⑵　
セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー・
ル
ー
ル
の

適
用
範
囲

第
１
回
本
Ｗ
Ｇ
で
は
、
セ
ー
フ

ハ
ー
バ
ー
・
ル
ー
ル
の
適
用
範
囲
と

し
て
、
非
財
務
情
報
の
う
ち
の
将
来

情
報
、
見
積
り
情
報
、
統
制
の
及
ば

な
い
第
三
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報

（
以
下
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
将

来
情
報
等
」
と
い
う
）
に
限
定
す
る

方
向
性
に
賛
意
が
聞
か
れ
て
い
た
も

の
の
、
よ
り
明
確
化
が
必
要
と
の
意

見
も
聞
か
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
事
務
局
は
、
将
来
情
報

等
に
関
す
る
考
え
方
の
大
枠
（
将
来

情
報
は
、
有
報
の
作
成
時
点
か
ら
み

て
将
来
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、

作
成
時
点
に
お
い
て
金
額
、
数
量
、

事
象
の
発
生
の
有
無
等
が
確
定
し
て

い
な
い
も
の
等
）
を
内
閣
府
令
等
で

示
す
こ
と
を
提
案
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
賛
意
が
聞
か
れ
た

一
方
で
、
将
来
情
報
等
の
中
身
に
つ

い
て
は
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と
の

意
見
も
聞
か
れ
た
。

⑶　
セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー・
ル
ー
ル
の

内
容・適
用
要
件

第
１
回
本
Ｗ
Ｇ
で
は
、セ
ー
フ
ハ
ー

バ
ー
・
ル
ー
ル
の
内
容
・
適
用
要
件

と
し
て
次
の
提
案
を
行
っ
て
い
た
。

案
①　
主
観
要
件
を
過
失
責
任
か
ら

重
過
失
責
任
に
見
直
す
方
法

案
②　
一
定
の
要
件
の
下
で
合
理
性

の
あ
る
開
示
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、

不
正
な
記
載
と
は
み
な
さ
れ
な
い

と
す
る
方
法

事
務
局
は
、
案
①
に
つ
い
て
は
挙

証
責
任
を
転
換
す
る
こ
と
の
難
し
さ

や
主
観
要
件
の
み
の
見
直
し
で
は

セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
と
し
て
機
能
す
る

か
不
透
明
な
こ
と
か
ら
、
案
②
を
提

案
し
た
。
案
②
の
イ
メ
ー
ジ
は
次
の

と
お
り
。

非
財
務
情
報
の
う
ち
の
将
来
情
報

等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
合
理
性
が
確

保
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
、
金
商
法
上
の
民
事
責
任
の
規

定
を
適
用
し
な
い

委
員
か
ら
は
、
案
②
を
支
持
す
る

意
見
が
多
く
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
中

長
期
的
な
考
え
と
し
て
、
挙
証
責
任

を
原
告
に
戻
す
こ
と
が
望
ま
し
い
と

す
る
意
見
も
聞
か
れ
た
。

確
認
書
制
度
の
見
直
し

第
１
回
本
Ｗ
Ｇ
で
は
、
確
認
書
の

記
載
事
項
に
「
開
示
手
続
を
整
備
し

て
い
る
こ
と
」、「
開
示
手
続
の
実
効

性
を
確
認
し
た
こ
と
」
を
追
加
す
る

事
務
局
提
案
に
賛
意
が
聞
か
れ
て
い
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
提
案
の
よ
う
に
記

載
事
項
を
追
加
す
る
旨
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
お
お
む
ね
賛
意
が

聞
か
れ
た
。
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司
法
修
習

弁
護
士 

白
川　

敬
裕

経
理
に〝
効
く
効
く
〟

法
律
雑
学

筆
者
は
裁
判
官
を
経
て
弁
護
士
に

な
り
ま
し
た
が
、
検
察
官
と
し
て
の

職
歴
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
司
法
修

習
の
な
か
で
特
に
検
察
修
習
は
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
検
察
庁
の

内
部
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の

機
会
だ
か
ら
で
す
。

検
察
官
は
、
犯
罪
に
縁
が
な
い
限

り
滅
多
に
接
す
る
こ
と
の
な
い
職
種

で
す
か
ら
、
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

検
察
官
は
、
容
疑
者
の
起
訴
・
不

起
訴
を
決
め
、
刑
事
裁
判
で
有
罪
の

主
張・立
証
を
す
る
職
務
を
担
い
ま
す
。

事
件
が
起
こ
る
と
、
ま
ず
警
察
が

犯
人
を
逮
捕
し
た
り
、
現
場
を
調
べ

た
り
す
る
捜
査
を
行
い
、
捜
査
記
録

等
の
書
類
を
検
察
庁
に
送
り
ま
す

（
一
般
的
に
「
書
類
送
検
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
）。

検
察
官
は
、
警
察
と
協
力
し
な
が

ら
補
充
の
捜
査
や
取
調
べ
を
行
い
、

容
疑
者
を
起
訴
す
る
か
を
決
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

裁
判
官
や
弁
護
士
も
、
検
察
修
習

で
、
容
疑
者
の
取
調
べ
に
立
ち
会
っ

た
り
、
起
訴
・
不
起
訴
の
検
討
を
し

た
り
し
て
、
検
察
官
の
み
え
方
を
必

ず
学
ん
で
い
る
の
で
す
。

一
方
、
裁
判
所
で
の
司
法
修
習
で

は
、
法
廷
（
傍
聴
席
で
は
な
く
、
裁

判
官
や
裁
判
員
が
座
る
壇
上
に
近
い

席
）
で
、
法
廷
の
審
理
に
立
ち
会
い
、

そ
の
後
、
裁
判
官
室
で
審
理
の
進
め

方
や
判
決
の
内
容
に
つ
い
て
裁
判
官

と
意
見
を
交
換
し
ま
す
。

筆
者
は
、
司
法
修
習
生
の
頃
、
刑

事
裁
判
修
習
の
担
当
裁
判
官
か
ら
、

「
漫
然
と
法
廷
に
立
ち
会
う
の
で
は
な

く
、『
一法
廷
、
一質
問
』
を
心
掛
け
な

さ
い
」
と
指
導
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

た
だ
法
廷
を
ボ
ー
っ
と
眺
め
る
の

で
は
な
く
、「
何
か
１
つ
、
必
ず
質
問

を
し
な
い
と
い
け
な
い
」
と
思
っ
て

審
理
に
立
ち
会
え
ば
、
集
中
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
し
、「
問
い
」
を
み
つ

け
よ
う
と
す
る
習
慣
も
身
に
つ
き
ま

す
。
同
期
の
司
法
修
習
生
の
間
で
は
、

「
一
法
廷
、
一
質
問
の
原
則
」
と
呼

ん
で
い
ま
し
た
が
、
問
い
を
発
見
し

て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
有
用

な
原
則
だ
と
思
い
ま
す
。

司
法
修
習
の
最
後
に
、
俗
に
「
二

回
試
験
」
と
呼
ば
れ
る
最
終
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
法
曹
三
者
に
な
る

た
め
の
「
司
法
試
験
」
に
次
ぐ
二
回

目
の
試
験
な
の
で
、「
二
回
試
験
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。　

「
民
事
裁
判
」、「
民
事
弁
護
」、「
刑

事
裁
判
」、「
刑
事
弁
護
」、「
検
察
」

の
5
科
目
に
つ
い
て
試
験
が
実
施
さ

れ
る
の
で
す
が
、
日
程
は
、
1
日
1

科
目
ず
つ
、
5
日
間
に
わ
た
っ
て
実

施
さ
れ
、
1
科
目
当
た
り
、
午
前
か

ら
夕
方
ま
で
（
現
在
は
10
時
20
分
か

ら
17
時
50
分
ま
で
）
か
か
る
長
時
間

の
試
験
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、「
刑
事
弁
護
」
の
試
験

で
は
、
架
空
の
事
件
の
捜
査
記
録
や

被
告
人
の
主
張
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た

冊
子
が
交
付
さ
れ
、
こ
の
冊
子
を
読

み
込
ん
で
、「
刑
事
裁
判
の
弁
護
人
」

の
立
場
で
、
被
告
人
を
弁
護
す
る
答

案
を
書
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

被
告
人
が
「
自
分
は
犯
人
で
は
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

弁
護
人
の
立
場
で
無
罪
を
主
張
し
、

そ
の
根
拠
を
説
得
的
に
論
じ
る
答
案

を
書
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
刑
事
弁
護
」
の
試
験
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、「
被
告
人
は
有
罪

で
あ
る
。
被
告
人
の
主
張
は
信
用
で

き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
…
」
と
い
っ
た

答
案
を
書
く
と
、
不
合
格
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

検
察
官
を
志
望
し
て
い
る
司
法
修

習
生
も
、
刑
事
弁
護
の
最
終
試
験
で

は
、
無
罪
を
主
張
す
る
答
案
を
書
く

の
で
す
。
逆
に
「
検
察
」
の
試
験
で
、

有
罪
の
証
拠
が
揃
っ
て
い
る
の
に

「
無
罪
だ
と
思
う
の
で
不
起
訴
」
と

い
う
答
案
を
書
く
と
、
不
合
格
に
な

る
で
し
ょ
う
。

二
回
試
験
の
期
間
は
、
毎
日
、
頭

を
切
り
替
え
て
、
そ
の
日
の
「
立
場
」

に
な
り
き
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

の
れ
ん
の
非
償
却
に
つ
い
て
、監
査
人・

学
識
経
験
者
の
意
見
聴
取

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ・の
れ
ん
非
償
却
公
聴
会

会
　
　
計

去
る
９
月
18
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
、
第
５
５
６
回
企
業
会
計

基
準
委
員
会
（
第
３
回
「
の
れ
ん
の

非
償
却
の
導
入
及
び
の
れ
ん
償
却
費

計
上
区
分
の
変
更
」
に
関
す
る
公
聴

会
）
を
開
催
し
た
。

「
の
れ
ん
の
非
償
却
の
導
入
及
び

の
れ
ん
償
却
費
計
上
区
分
の
変
更
」

に
関
し
て
、
監
査
人
お
よ
び
学
識
経

験
者
か
ら
意
見
を
聴
取
し
た
。

監
査
人

次
の
監
査
人
が
説
明
を
行
っ
た
。

・
齋
藤
勝
彦
氏
（
Ｐ
ｗ
Ｃ 

Ｊ
ａ
ｐ

ａ
ｎ
有
限
責
任
監
査
法
人
パ
ー
ト

ナ
ー
）

・
柴
谷
哲
朗
氏
（
太
陽
有
限
責
任
監

査
法
人
シ
ニ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
）

説
明
者
か
ら
は
、
個
人
的
見
解
で
、

中
立
的
な
立
場
か
ら
の
れ
ん
の
非
償

却
に
支
持
と
も
不
支
持
と
も
コ
メ
ン

ト
し
な
い
前
提
で
の
説
明
が
さ
れ
た
。

の
れ
ん
の
非
償
却
に
つ
い
て
、「
監

査
実
務
の
観
点
か
ら
は
、
非
償
却
す

る
な
ら
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
厳
格
化
を
す
る
べ

き
」（
齋
藤
氏
）、「
非
償
却
は
厳
格

な
減
損
テ
ス
ト
と
セ
ッ
ト
な
ら
あ
り

得
る
。
一
方
、デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

総
資
産
に
占
め
る
の
れ
ん
の
比
率
が

高
ま
っ
て
い
る
場
合
に
、
次
の
打
ち

手
と
し
て
Ｍ
＆
Ａ
に
躊
躇
す
る
可
能

性
が
あ
る
」（
柴
谷
氏
）
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。

計
上
区
分
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

両
氏
と
も
「
本
質
的
な
議
論
で
は
な

い
」
と
し
、選
択
制
に
つ
い
て
も
、「
実

務
に
お
い
て
恣
意
的
に
な
り
比
較
可

能
性
を
損
な
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

採
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
」（
齋
藤
氏
）

な
ど
否
定
的
な
意
見
で
あ
っ
た
。

委
員
か
ら
、「
非
償
却
に
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
監
査
実
務
へ
の
影
響

は
」
と
の
質
問
に
「
監
査
の
工
数
が

増
え
る
の
で
監
査
報
酬
が
増
え
る
、

減
損
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
監
査
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
変
化
す
る
」（
齋
藤
氏
）

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

学
識
経
験
者

宮
宇
地
俊
岳
氏
（
追
手
門
学
院
大

学
経
営
学
部
教
授
）
が
説
明
を
行
っ

た
。の

れ
ん
の
償
却
・
非
償
却
の
論
点

に
関
す
る
多
く
の
実
証
研
究
を
紹
介
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期
中
会
計
基
準
等
、次
回
公
表
議
決
へ

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

法
人
税
等
会
計
基
準
の
適
用
時
期・経

過
措
置
等
、検
討
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、税
効
果
会
計
専
門
委

会
　
　
計

し
た
う
え
で
、「
の
れ
ん
の
非
償
却

化
を
し
て
も
、
国
内
の
Ｍ
＆
Ａ
が
増

え
る
証
拠
が
な
い
」、「『
減
損
テ
ス

ト
の
み(

非
償
却
化)

』
自
体
に
、

減
損
が
入
り
に
く
い
構
造
的
な
問
題

が
あ
る
」、「
の
れ
ん
の
非
償
却
化
で
、

別
の
よ
り
大
き
な
問
題
（
の
れ
ん
の

積
み
上
が
り
／
会
計
が
本
来
果
た
す

べ
き
機
能
の
悪
化
）
を
抱
え
込
む
可

能
性
が
高
い
」
な
ど
の
理
由
か
ら
不

支
持
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

ま
た
、
選
択
制
に
つ
い
て
は
、
減

損
テ
ス
ト
の
み
に
前
記
の
よ
う
な
問

題
が
あ
り
、日
本
基
準
と
い
う
ワ
ン
・

セ
ッ
ト
の
ル
ー
ル
内
で
、
１
つ
の
会

計
事
実
に
対
し
て
大
き
く
異
な
る
２

つ
の
会
計
手
続
が
認
め
ら
れ
る
の
は

望
ま
し
い
と
思
わ
な
い
と
の
意
見
を

表
明
し
た
。

計
上
区
分
変
更
に
関
し
て
も
、
ど

ち
ら
も
、
利
益
が
ど
の
よ
う
な
活
動

を
通
じ
て
獲
得
さ
れ
て
い
る
の
か
を

示
す
Ｐ
Ｌ
の
「
営
業
外
費
用
」、「
特

別
損
失
」
の
意
味
が
変
容
し
て
し
ま

う
と
否
定
的
な
意
見
で
あ
っ
た
。

委
員
か
ら
は
、
紹
介
さ
れ
た
実
証

研
究
に
つ
い
て
、「
の
れ
ん
の
非
償

却
に
関
し
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
限

定
し
た
調
査
研
究
は
あ
る
か
」
と
の

質
問
が
あ
り
、
説
明
者
は
「
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
限
定
の
実
証
研
究
は
な

い
」
と
回
答
し
た
。

去
る
９
月
18
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
、
第
５
５
７
回
企
業
会
計

基
準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
以
下
の
と
お
り
。

期
中
会
計
基
準
案

前
回
親
委
員
会
（
２
０
２
５
年
10

月
１
日
号
（
№
１
７
５
５
）
情
報
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き
続
き
、

企
業
会
計
基
準
公
開
草
案
83
号
「
期

中
財
務
諸
表
に
関
す
る
会
計
基
準

（
案
）」
等
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。

⑴　
適
用
時
期

次
の
事
務
局
案
が
示
さ
れ
た
。

・
強
制
適
用
→
２
０
２
６
年
４
月
１

日
以
後
開
始
す
る
連
結
会
計
年
度

お
よ
び
事
業
年
度
の
最
初
の
期
中

会
計
期
間
か
ら

・
早
期
適
用
→
定
め
な
い

⑵　
文　
案

「
期
中
財
務
諸
表
に
関
す
る
会
計

基
準
」、「
期
中
財
務
諸
表
に
関
す
る

会
計
基
準
の
適
用
指
針
」、
他
基
準

修
正
お
よ
び
、
補
足
文
書
「
実
務
対

応
報
告
及
び
移
管
指
針
に
お
い
て
定

め
て
い
る
期
中
の
取
扱
い
」
等
の
文

案
が
示
さ
れ
た
。＊

委
員
か
ら
は
特
段
異
論
は
聞
か
れ

ず
、
次
回
親
委
員
会
（
10
月
７
日
開

催
予
定
）で
公
表
議
決
を
行
う
予
定
。

去
る
９
月
11
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
、
第
96
回
税
効
果
会
計
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。
第
95
回
専

門
委
員
会
（
２
０
２
５
年
７
月
20
日

号
（
№
１
７
４
９
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
参
照
）
等
に
引
き
続
き
、
法
人

税
等
会
計
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て

検
討
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
同
テ
ー
マ
に
つ
い
て
９
月

18
日
開
催
の
第
５
４
７
回
親
委
員
会

で
も
審
議
さ
れ
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

適
用
時
期

見
直
し
後
の
基
準
の
適
用
時
期
に

つ
い
て
、
２
０
２
６
年
４
月
１
日
以

後
に
課
さ
れ
る
防
衛
特
別
法
人
税
に

あ
わ
せ
て
、
同
日
以
後
に
開
始
す
る

連
結
会
計
年
度
お
よ
び
事
業
年
度
の

期
首
か
ら
適
用
と
す
る
事
務
局
案
が

示
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
住
民
税
（
均
等

割
）
の
取
扱
い
が
変
わ
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
税
引
前
当
期
純
利
益
の
金
額

が
変
わ
る
と
、
税
引
前
当
期
純
利
益

を
経
営
指
標
と
し
て
重
視
し
て
い
る

企
業
に
と
っ
て
影
響
が
あ
り
、
周
知

期
間
ま
た
は
準
備
期
間
を
確
保
で
き

な
い
こ
と
を
懸
念
す
る
声
が
あ
っ

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
事
務
局
か

ら
次
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

⑴　
見
直
し
後
の
法
人
税
等
会
計
基

準
の
適
用
時
期
に
つ
い
て
は
、
最

終
基
準
を
公
表
し
た
日
か
ら
１
年

程
度
経
過
し
た
年
の
４
月
１
日
以

後
開
始
す
る
連
結
会
計
年
度
お
よ

び
事
業
年
度
の
期
首
か
ら
適
用
す

る
。

⑵　
最
終
基
準
の
公
表
日
以
後
開
始

す
る
連
結
会
計
年
度
お
よ
び
事
業

年
度
の
期
首
か
ら
早
期
適
用
を
認

め
る
。

⑶　

防
衛
特
別
法
人
税
の
当
期
税

金
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
、

２
０
２
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
別

途
実
務
対
応
報
告
を
公
表
し
、
そ

の
適
用
時
期
を
２
０
２
６
年
４
月

１
日
以
後
開
始
す
る
連
結
会
計
年

度
お
よ
び
事
業
年
度
か
ら
と
す
る
。

こ
の
場
合
、
実
務
対
応
報
告
の
内

容
に
つ
い
て
は
別
途
検
討
を
行
う
。

専
門
委
員
か
ら
は
賛
意
の
声
が
多

く
聞
か
れ
た
。
一
方
、「
実
務
対
応

報
告
で
は
な
く
補
足
文
書
等
の
対
応

で
よ
い
の
で
は
」
と
の
意
見
も
聞
か

れ
た
。

第
５
５
７
回
親
委
員
会
で
は
、
お

お
む
ね
賛
成
意
見
が
聞
か
れ
た
。

住
民
税
（
均
等
割
）
の
経
過
措
置

住
民
税
（
均
等
割
）
に
関
し
て
、

見
直
し
後
の
基
準
の
発
効
日
時
点
で
、

現
行
の
法
人
税
等
会
計
基
準
に
従
っ

た
取
扱
い
を
適
用
し
て
い
た
企
業
は
、

当
該
取
扱
い
を
一
定
期
間
適
用
で
き

る
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
を
提
案

し
た
と
こ
ろ
、
経
過
措
置
は
不
要
と

の
意
見
が
聞
か
れ
た
。
た
だ
し
、
法

人
税
等
会
計
基
準
に
従
い
、
住
民
税

（
均
等
割
）
を
住
民
税
（
法
人
税
割
）

と
と
も
に
損
益
計
算
書
の
税
引
前
当

期
純
利
益
（
ま
た
は
損
失
） 

の
次
に

「
法
人
税
、
住
民
税
及
び
事
業
税
」

等
の
適
切
な
科
目
を
も
っ
て
表
示
す

る
取
扱
い
を
適
用
し
て
い
た
企
業
は
、

当
該
取
扱
い
を
一
定
期
間
適
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
現
行
の
取
扱
い
の
選

択
を
要
望
す
る
意
見
も
聞
か
れ
て
い

る
た
め
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
事
務
局

か
ら
次
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

⑴　
住
民
税
（
均
等
割
）
に
関
し
て
、

一
定
期
間
の
経
過
措
置
を
設
け
な
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い
。

⑵　
公
開
草
案
で
は
、
住
民
税
（
均

等
割
）
に
つ
い
て
現
行
の
取
扱
い

の
選
択
を
認
め
る
定
め
は
置
か
な

い
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
公
開
草

案
の
公
表
時
に
こ
の
提
案
を
個
別

の
質
問
項
目
と
し
て
コ
メ
ン
ト
を

募
集
す
る
。

⑶　
見
直
し
後
の
基
準
の
適
用
初
年

度
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
表
示

方
法
と
異
な
る
場
合
、
企
業
会
計

基
準
24
号
14
項
の
定
め
に
従
い
、

原
則
と
し
て
表
示
す
る
過
去
の
財

務
諸
表
に
つ
い
て
、
新
た
な
表
示

方
法
に
従
い
財
務
諸
表
の
組
替
え

を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

専
門
委
員
お
よ
び
第
５
５
７
回
親

委
員
会
で
は
、
賛
意
が
多
く
聞
か
れ

た
。

金
融
資
産
の
減
損
の
基
準
改
正
の
適
用

時
期
、公
表
後
お
お
む
ね
３
年
に

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、金
融
商
品
専
門
委

会
　
　
計

公
開
草
案「『
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
』の
修
正
案
」等
に
対
応
す
る
コ
メ
ン

ト・レ
タ
ー
の
検
討
─
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

去
る
９
月
17
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
、
第
２
４
５
回
金
融
商
品

専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。
金
融
資

産
の
減
損
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る

審
議
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
同
テ
ー
マ
に
つ
い
て
９
月

18
日
開
催
の
第
５
５
７
回
親
委
員
会

で
も
審
議
さ
れ
た
。

主
な
審
議
事
項
は
以
下
の
と
お
り
。

適
用
時
期

第
５
５
５
回
親
委
員
会
（
２
０
２
５

年
10
月
１
日
号
（
№
１
７
５
５
）
情

報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き
続

き
、
今
回
の
金
融
商
品
会
計
基
準
等

の
改
正
に
お
け
る
適
用
時
期
に
つ
い

て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

事
務
局
か
ら
、
次
の
案
が
示
さ
れ

た
。

・
強
制
適
用
→
基
準
公
表
か
ら
３
年

程
度
経
過
し
た
年
の
４
月
１
日
以

後
開
始
す
る
連
結
会
計
年
度
お
よ

び
事
業
年
度
の
期
首
か
ら
適
用

・
早
期
適
用
→
公
表
後
最
初
に
到
来

す
る
年
の
４
月
１
日
以
後
開
始
す

る
連
結
会
計
年
度
お
よ
び
事
業
年

度
の
期
首
か
ら
適
用
可

専
門
委
員
か
ら
は
お
お
む
ね
賛
成

意
見
が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、「
早
期

適
用
を
年
度
の
期
末
か
ら
に
で
き
な

い
か
」
と
の
意
見
に
、
事
務
局
か
ら

「
ニ
ー
ズ
が
ど
こ
ま
で
あ
る
か
不
明

で
あ
り
、
期
末
は
想
定
し
て
い
な
い

が
、
公
開
草
案
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け

て
対
応
す
る
こ
と
は
可
能
」
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。

第
５
５
７
回
親
委
員
会
で
も
、
反

対
意
見
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

期
中
会
計
基
準
案
等
の
改
正
案

今
回
の
金
融
商
品
会
計
基
準
等
の

改
正
に
伴
い
、
現
在
検
討
中
の
公
開

草
案
「
期
中
財
務
諸
表
に
関
す
る
会

計
基
準
（
案
）」
等
の
最
終
版
を
ど

の
よ
う
に
改
正
す
る
か
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
た
。
事
務
局
提
案
は
次
の
と

お
り
。

・
期
中
会
計
基
準（
案
）等
に
つ
い
て
、

追
加
的
に
注
記
事
項
に
関
す
る
定

め
を
設
け
な
い
。

・
期
中
会
計
期
間
末
に
お
け
る
簡
便

的
な
会
計
処
理
に
関
し
て
、
次
の

内
容
を
記
載
す
る
。

①　

前
年
度
末
等
と
著
し
く
状
況

の
変
化
が
な
い
場
合
に
は
前
年

度
末
等
で
使
用
し
た
仮
定
等
を

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
本

文
に
お
い
て
記
載
す
る
。

②　
「
前
年
度
末
か
ら
状
況
が
著
し

く
変
動
し
て
い
な
い
と
考
え
ら

れ
る
」
と
の
要
件
に
つ
い
て
は
、

各
企
業
の
状
況
に
照
ら
し
た
総

合
的
な
判
断
と
す
る
こ
と
を
結

論
の
背
景
に
お
い
て
記
載
す
る
。

③　

期
中
会
計
期
間
に
お
け
る
簡

便
的
な
会
計
処
理
を
行
う
際
の

考
え
ら
れ
る
方
法
の
１
つ
と
し

て
、
貸
倒
実
績
率
に
一
定
の
調

整
を
加
え
て
算
定
す
る
方
法
を

使
用
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て

結
論
の
背
景
に
記
載
す
る
。

専
門
委
員
や
第
５
５
７
回
親
委
員

会
か
ら
は
お
お
む
ね
賛
同
の
意
見
が

聞
か
れ
た
。

＊

事
務
局
か
ら
、
論
点
の
検
討
が
お

お
む
ね
終
了
し
た
の
で
、
専
門
委
員

会
で
の
審
議
は
終
了
し
、
親
委
員
会

で
文
案
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

行
っ
て
い
く
予
定
と
の
発
言
が
あ
っ

た
。

去
る
９
月
16
日
、
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
は
第

57
回
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
委
員

会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

公
開
草
案
「『
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
』
の
修
正
案
」
お
よ
び
公

開
草
案
「『
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ 

Ｓ
２
号
の

適
用
に
関
す
る
産
業
別
ガ
イ
ダ
ン

ス
』
の
修
正
案
」
へ
の
対
応

事
務
局
は
、
第
55
回
・
第
56
回
の

議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
な
論
点

を
含
む
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
公
開
草
案
へ
の

コ
メ
ン
ト
・
レ
タ
ー
文
案
を
示
し
た
。

・
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基
準
を
構
成
す
る
こ
と

と
な
る
産
業
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
優

先
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ 

Ｓ
１
号
が
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ

基
準
を
適
用
す
る
企
業
に
「
参
照

し
、
そ
の
適
用
可
能
性
を
考
慮
」

す
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ

る
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
向

上
を
行
う
よ
り
も
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基

準
を
構
成
す
る
産
業
別
の
要
求
事

項
と
し
て
組
み
入
れ
る
た
め
の
取

組
み
を
行
う
こ
と
を
優
先
す
べ
き
。

・
産
業
分
類
の
見
直
し

Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
産

業
分
類
に
お
い
て
は
、
特
定
の
主

要
な
産
業
が
含
ま
れ
て
い
な
い
な

ど
国
際
的
に
受
入
可
能
な
も
の
に

な
っ
て
い
な
い
。

・
他
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
の

基
準
お
よ
び
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と

の
相
互
運
用
可
能
性

今
回
の
公
開
草
案
で
は
、
Ｇ
Ｒ

Ｉ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
欧
州
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
基
準
（
Ｅ
Ｓ
Ｒ
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Ｓ
）、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
提
言
と
の
相
互
運

用
可
能
性
に
焦
点
を
当
て
て
い
る

が
、
他
の
基
準
お
よ
び
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
焦
点
を
当
て
て
い
な
い

理
由
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

・
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
お
よ
び
人
的
資
本
に
関

連
す
る
情
報

Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
お
よ
び
人
的
資
本
に

つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
に
よ
る
リ

サ
ー
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行

途
中
で
あ
る
た
め
、
時
期
尚
早
で

あ
る
。

委
員
か
ら
は
、
お
お
む
ね
賛
意
が

聞
か
れ
た
。

日
本
Ｃ
Ｆ
Ｏ
協
会
創
立
25
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
、開
催
─
日
本
Ｃ
Ｆ
Ｏ
協
会

会
　
　
計

内
部
利
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
会
計
処
理

Ａ
Ｓ
Ｕ
、公
表
─
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ

国
際
会
計

去
る
９
月
12
日
、
一
般
社
団
法
人

日
本
Ｃ
Ｆ
Ｏ
協
会
は
、
創
立
25
周
年

記
念
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
「
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｕ
Ｓ 

25
」
を
開
催
し
、
多
数
の

参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

基
調
講
演

日
本
製
鉄
㈱
代
表
取
締
役
会
長
兼

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
橋
本
英
二
氏
が
「
日
本
製

鉄
の
経
営
改
革
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

日
本
製
鉄
を
立
て
直
し
、
成
長
企

業
に
導
く
た
め
に
い
か
に
経
営
改
革

を
行
っ
て
き
た
か
を
語
っ
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者
か
ら
の

Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
買
収
に
関
す
る
質
問

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
交
渉
を
し

て
い
っ
た
か
な
ど
を
答
え
た
。

特
別
対
談

日
本
Ｃ
Ｆ
Ｏ
協
会
理
事
長
で
元
三

菱
重
工
業
㈱
代
表
取
締
役
副
社
長
執

行
役
員
Ｃ
Ｆ
Ｏ
の
小
口
正
範
氏
に
、

同
協
会
監
事
で
公
認
会
計
士
の
中
谷

聡
子
氏
が
聞
き
手
と
な
っ
て
、「『
Ｃ

Ｆ
Ｏ
巡
礼
』
か
ら
見
る
２
０
５
０
年

の
経
営
と
Ｃ
Ｆ
Ｏ
の
未
来
像
」
と
題

し
た
特
別
対
談
が
行
わ
れ
た
。

三
菱
重
工
業
時
代
、
数
々
の
困
難

に
立
ち
向
か
っ
た
経
験
談
を
語
っ
た

う
え
で
、
Ｂ
Ｓ
に
目
を
向
け
て
い
く

重
要
性
等
を
説
い
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
25
―
２
５
０
０
年

の
叡
智
、
25
年
の
実
践
、
２
０
５
０

年
へ
の
覚
醒
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
た
。

次
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
登
壇
し
た
。

・
池
谷
光
司
氏
（
元
三
菱
自
動
車
工

業
㈱　
代
表
執
行
役
副
社
長
Ｃ
Ｆ

Ｏ
）

・大
矢
俊
樹
氏
（
グ
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
㈱　
取
締
役
上
級
執
行
役

員 

最
高
財
務
責
任
者
）

・
日
戸
興
史
氏
（
元
オ
ム
ロ
ン
㈱ 

取

締
役
執
行
役
員
専
務
Ｃ
Ｆ
Ｏ 

兼 

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
本
部
長
）

・
松
田
千
恵
子
氏
（
モ
デ
レ
ー
タ
ー
）

（
東
京
都
立
大
学
大
学
院
経
営
学
研

究
科
／
経
済
経
営
学
部 

教
授
）

Ｃ
Ｆ
Ｏ
を
と
り
ま
く
過
去
・
現
在
・

将
来
を
俯
瞰
し
、
参
加
者
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
も
交
え
な
が
ら
、
変
化
へ

の
対
応
力
、
現
状
の
可
視
化
の
重
要

性
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

去
る
９
月
18
日
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
会

計
基
準
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
（
Ａ
Ｓ
Ｕ
）

２
０
２
５
―
06
「
の
れ
ん
と
そ
の
他

の
無
形
固
定
資
産
―
内
部
利
用
の
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
（
サ
ブ
・
ト
ピ
ッ
ク
350

―
40
）
―
内
部
利
用
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
会
計
処
理
の
的
を
絞
っ
た
改

善
」
を
公
表
し
た
。

Ａ
Ｓ
Ｕ
の
概
要

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
コ
ス
ト
に
つ

い
て
、
現
行
で
は
、
会
計
処
理
に
あ

た
り
、初
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
段
階
、

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
段
階
、
導

入
・
運
用
段
階
の
３
つ
に
区
分
し
て

い
る
が
、
Ａ
Ｓ
Ｕ
は
、
こ
の
３
つ
の

区
分
を
な
く
し
た
。
そ
の
結
果
、
次

の
２
つ
の
双
方
の
条
件
が
満
た
さ
れ

た
と
き
に
、
企
業
が
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
コ
ス
ト
の
資
産
化
を
開
始
す
る

こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

①　
経
営
陣
が
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
資
金
投
入
を
承

認
し
、
コ
ミ
ッ
ト
し
た
こ
と
。

②　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
了
し
、
そ

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
意
図
し
た

機
能
を
果
た
す
「
可
能
性
が
高
い

（probable

）」
こ
と
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
活
動
に
大

き
な
不
確
実
性
が
あ
る
場
合
、
前
記

の
②
の
条
件
は
満
た
さ
な
い
が
、
不

確
実
性
が
大
き
い
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
た
め
の
要
因
は
次
を
含
む
。

・
開
発
中
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
「
技

術
的
革
新
」、
ま
た
は
「
斬
新
、
独

自
、
か
つ
未
検
証
の
機
能
と
特
徴
」

が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
技
術
的
革
新
、

機
能
、
ま
た
は
特
徴
が
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
ま
た
は
テ
ス
ト
を
通
じ
て
解

決
さ
れ
た
か
ど
う
か
。

・
企
業
が
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
求
め

る
機
能
と
特
徴
（
た
と
え
ば
、
必

要
な
性
能
要
求
）
を
決
定
し
て
い

る
か
、
ま
た
は
重
要
な
性
能
要
求

の
大
幅
な
見
直
し
を
継
続
し
て
い

る
か
ど
う
か
。

ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｕ
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
開
発
コ
ス
ト
（
サ
ブ
・
ト
ピ
ッ
ク

350
―
50
）
を
廃
止
し
、一
部
を
サ
ブ
・

ト
ピ
ッ
ク
350
―
40
に
組
み
込
ん
で
い

る
。
こ
の
サ
ブ
・
ト
ピ
ッ
ク
に
よ
り

資
産
計
上
さ
れ
た
コ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、
財
務
諸
表
で
の
表
示
方
法
に
か

か
わ
ら
ず
、有
形
固
定
資
産
（
サ
ブ
・

ト
ピ
ッ
ク
360
―
10
）
の
開
示
要
求
が

適
用
さ
れ
る
。

適
用
関
係
等

Ａ
Ｓ
Ｕ
は
、
２
０
２
７
年
12
月
16

日
以
降
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
適

用
さ
れ
、早
期
適
用
は
認
め
ら
れ
る
。

適
用
に
あ
た
り
、「
将
来
に
向
か
っ

て
適
用
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
」、「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
と
適
用
日
以

前
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
原
価
が
資
産
計

上
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
基
づ
い

た
修
正
移
行
ア
プ
ロ
ー
チ
」、「
遡
及

適
用
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
い
ず
れ

か
が
採
用
さ
れ
る
。
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この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考

2025年
9月17日

補足文書「教育的資料『ISSB 
基準の適用にあたっての予想
される財務的影響に関する
情報の開示』」

SSBJ

ISSBが公表した教育的資料「ISSB基準の適用にあたっての予想される財務的影響に関
する情報の開示」が、サステナビリティ開示基準の適用にあたっても参考となると考え
られることから、SSBJが、ISSBの了承を得て補足文書として公表したもの。本教育的
資料は、気候関連のリスクおよび機会に関する予想される財務的影響についての情報の
開示に焦点を当てており、①サステナビリティ関連のリスクおよび機会に関する現在の
および予想される財務的影響についての、ISSB基準の開示要求の概要およびそれらの
要求事項の根拠、②企業が予想される財務的影響に関する開示を作成するうえで役立つ
ISSB基準のメカニズム、③ISSB基準の適用にあたっての予想される財務的影響に関す
る情報の開示例、の３つのセクションで構成されている。
https://www.ssb-j.jp/jp/news_release/403962.html

資
産
処
分
に
踏
み
出
す
日
銀
と
利
下
げ

に
慎
重
な
Ｆ
Ｒ
Ｂ

金
　
　
融

日
銀
保
有
株
の
売
却
を
考
え
る

証
　
　
券

日
銀
は
９
月
19
日
の
金
融
政
策
決

定
会
合
で
、
無
担
保
コ
ー
ル
レ
ー
ト

を
０
・
５
％
程
度
で
推
移
さ
せ
る
方

針
を
据
え
置
く
と
と
も
に
、
保
有
す

る
上
場
投
資
信
託
（
Ｅ
Ｔ
Ｆ
）
と
不

動
産
投
資
信
託
（
Ｊ
―
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
）

の
市
場
で
の
売
却
開
始
を
決
定
し
た
。

Ｅ
Ｔ
Ｆ
や
Ｊ
―
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
は

２
０
１
３
年
以
降
の
異
次
元
緩
和
の

象
徴
的
な
手
段
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

新
規
購
入
を
通
じ
て
残
高
を
拡
大
し

て
き
た
が
、
２
０
２
４
年
３
月
に
新

規
買
入
れ
を
終
了
し
、
扱
い
を
検
討

し
て
き
た
。
今
回
の
決
定
は
、
各
々

簿
価
で
年
間
３
、３
０
０
億
円
程
度

の
Ｅ
Ｔ
Ｆ
、
50
億
円
程
度
の
Ｊ
―

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
を
市
場
売
買
代
金
の
０
・

０
５
％
程
度
の
規
模
で
段
階
的
に
処

分
す
る
と
い
う
も
の
。
日
銀
は
本
年

７
月
に
、
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
化
の

た
め
に
銀
行
か
ら
買
い
入
れ
て
い
た

株
式
の
売
却
を
完
了
し
て
お
り
、
そ

の
経
験
を
踏
ま
え
て
「
市
場
に
攪
乱

的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
回
避
」

す
る
と
明
記
し
た
。
巨
額
の
資
産
売

却
に
あ
た
り
、
金
融
市
場
の
安
定
維

持
が
強
調
さ
れ
た
。

一
方
、
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
は
９
月
17
日
の
米
連
邦

日
米
の
株
式
市
場
が
世
界
を
リ
ー

ド
し
て
い
る
。
両
国
の
代
表
的
株
価

指
数
は
史
上
最
高
値
を
更
新
し
続

け
、
未
踏
領
域
に
入
っ
て
き
た
。
ト

ラ
ン
プ
関
税
政
策
の
ダ
メ
ー
ジ
が
い

よ
い
よ
表
面
化
し
て
く
る
と
い
う
時

に
、
株
価
の
高
値
追
い
の
動
き
は
異

様
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
る
投
資
家

は
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方
、
日
経
平
均
株
価
は
つ
い
最

近
ま
で
、
こ
の
年
末
に
は
う
ま
く
い

け
ば
４
４
、０
０
０
円
を
達
成
で
き

る
だ
ろ
う
と
の
見
方
が
強
気
説
と
さ

れ
て
き
た
が
、
９
月
11
日
に
そ
れ
を

超
え
た
。
し
か
も
、
静
か
な
る
達
成

と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、
過
熱
感
は
な

い
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
は
投
資
尺

度
の
代
表
で
あ
る
Ｐ
Ｅ
Ｒ
が
日
経
平

均
で
18
倍
（
日
本
経
済
新
聞
調
べ
）

と
、
特
に
高
水
準
に
な
っ
た
と
は
い

え
な
い
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
投
資
家
が
株
価
水
準
に

敏
感
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
９
月

19
日
、
日
銀
金
融
政
策
決
定
会
合

で
日
銀
保
有
の
株
式
の
売
却
が
決

定
さ
れ
た
こ
と
が
公
表
さ
れ
た
と

き
、
日
経
平
均
は
瞬
時
に
８
０
０

円
、
１
・
８
％
下
落
し
た
こ
と
で
明

ら
か
だ
。
し
か
し
、
株
式
売
却
は
毎

年
、
少
し
ず
つ
行
わ
れ
、
売
却
完
了

公
開
市
場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
で

政
策
金
利
を
０
・
２
５
％
引
き
下
げ
、

誘
導
目
標
を
４
・
０
０
～
４
・
２
５
％

と
し
た
。今
年
初
の
利
下
げ
で
あ
り
、

株
式
市
場
は
緩
和
局
面
入
り
へ
の
期

待
か
ら
上
昇
し
た
。
し
か
し
声
明
で

は
「
イ
ン
フ
レ
圧
力
が
依
然
と
し
て

残
っ
て
い
る
」と
の
認
識
が
示
さ
れ
、

賃
金
上
昇
も
続
く
な
か
で
急
速
な
緩

和
に
は
慎
重
な
姿
勢
だ
。
利
下
げ
が

大
幅
緩
和
に
直
結
す
る
と
の
見
方
は

時
期
尚
早
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
高
金

利
を
長
く
維
持
す
る
」
姿
勢
が
確
認

さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
日
米
の
政
策

は
対
照
的
な
構
図
を
示
し
て
い
る
。

日
本
は
異
次
元
緩
和
の
象
徴
で

あ
っ
た
資
産
の
処
分
を
開
始
し
、
出

口
戦
略
の
実
行
段
階
に
入
っ
た
。
他

方
で
米
国
は
利
下
げ
を
開
始
し
た
も

の
の
、
高
金
利
長
期
化
を
前
提
と
し

た
慎
重
な
運
営
を
続
け
て
い
る
。
為

替
市
場
で
は
日
米
金
利
差
を
め
ぐ
り

円
安
圧
力
と
円
高
要
因
が
交
錯
し
て

お
り
、
新
興
国
市
場
で
は
ド
ル
資
金

流
出
や
債
務
負
担
増
大
へ
の
警
戒
も

続
く
。
今
後
は
日
銀
の
売
却
ペ
ー
ス

調
整
と
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
追
加
利
下
げ
の

有
無
が
、
国
際
金
融
市
場
の
安
定
性

を
左
右
す
る
材
料
に
な
り
そ
う
だ
。

に
は
１
０
０
年
以
上
か
か
る
と
い
う

詳
細
が
わ
か
る
と
、
日
経
平
均
は

６
０
０
円
戻
し
、
19
日
の
終
値
は

４
５
、０
０
０
円
台
を
維
持
し
た
。

日
銀
が
上
場
会
社
の
株
式
か
ら
組

成
さ
れ
た
上
場
投
資
信
託（
Ｅ
Ｔ
Ｆ
）

を
購
入
し
始
め
た
の
は
、
異
次
元
金

融
緩
和
政
策
の
一
環
と
し
て
下
落
圧

力
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
株
価
を
下
支

え
す
る
た
め
だ
っ
た
。
10
年
近
く
Ｅ

Ｔ
Ｆ
を
買
い
続
け
て
き
た
が
、
株
価

の
回
復
・
上
昇
も
あ
っ
て
、
現
在
、

日
銀
の
保
有
す
る
株
式
は
簿
価
で

37
兆
円
、
時
価
で
80
兆
円
と
い
う
莫

大
な
金
額
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

そ
れ
が
売
却
さ
れ
る
と
き
、
株
価
は

大
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
の
で
は
な
い

か
と
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

日
銀
が
企
業
の
株
式
を
保
有
す
る
政

策
は
異
常
で
あ
り
、
経
済
が
非
常
事

態
に
陥
っ
た
と
き
に
だ
け
許
容
さ
れ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
経
済
が
正
常
化

す
れ
ば
、
そ
の
政
策
は
解
消
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

投
資
家
が
こ
れ
か
ら
増
え
て
く
る

日
銀
の
株
売
り
を
恐
れ
な
く
な
る
た

め
に
は
、
現
在
の
株
価
は
企
業
価
値

に
裏
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
行
き
過
ぎ

で
な
い
、
割
高
で
は
な
い
と
い
う
確

信
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。


